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要　　約

　レタスビッグベイン病の防除対策として耐病性品種や開発した各種の防除技術について、どの程度の

被害軽減効果があるかを表すため、階級別収量から求めた粗収益に基づく評価を試みた。

１　試験１　耐病性品種の評価

　２００７年１０月２日に播種し，育苗した苗を１０月３１日に現地汚染圃場に定植し，２００８年２月１３日に収穫

調査を行った．

　発病株率は，慣行品種の「サントス２号」が９０％以上の高い値を示す中，「T-０５７０」，「０５-２１８」，

「安濃２号」，「A６０８」，「TE-２３６」，「パシフィック」は３０％未満の値を示し耐病性が強かった．球の肥

大性は，「T-０５７０」，「TE-２３６」，「UC-０２１」，「YL２１９」，「安濃２号」，「A６０８」で球重が４００g以上，推定

体積が１，４００�以上と優れた．球の形状では，「T-０５７１」，「LE２９３」，「０５-２１８」が秀品率７０％以上と高かった．

　収穫物を出荷基準により品質・大きさ別に分類し，市況より求めた各階級別の単価を乗じ算出した粗収益は，

「YL２１９」が５０．７万円，「TE-２３６」が４４．６万円，「０５-２１８」が３８．６万円，「安濃２号」が３７．０万円であった．

２　試験２　防除技術の組合せの評価

　「サントス２号」の慣行栽培では発病株率９８．９％，収穫株率７６．７％，結球重３８３gとなり粗収益は３０．３

万円であるのに対し，定植時のチオファネートメチル水和剤処理では発病株率７３．０％，収穫株率９０．０％，

結球重４１６gとなり粗収益は４０．２万円と約１０万円増加し，定植前にカーバムナトリウム塩液剤処理を行

うと発病株率０％，収穫株率１００％，結球重５３３gと優れ，粗収益は６４．１万円と最も高くなった．

３　以上より，粗収益に基づく評価法は，耐病性品種では，実用性の高い品種の選定が可能となり，防

除技術の組合せでは，投入した資材費に対する効果の比較が可能となり，開発した技術の普及性の評

価に有効であると考えられる．
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Summary

　We attempted to estimate availability of the resistant varieties  and  several disease control methods to  Lettuce 

Big Vein Disease on the basis of the profitability calculated from the classified yields of lettuce heads.

�　Experiment １.  Estimation of resistant varieties

　We sowed on October ２nd in ２００７ and planted on October ３１st in local infested fields and harvested on 

February １３th in ２００８.About percentage of plants with symptom in the field,'Santos No.２' susceptible to the 

disease indicated over ９０%, and'T-０５７０','０５-２１８', 'Anou No.２', 'A６０８', 'TE-２３６', and 'Pacific' indicated under 

than ３０% , with higher resistance. About head formation,'T-０５７０','TE-２３６','UC-０２１','YL２１９', 'Anou No.２', 

and'A６０８'indicated  more  than ４００g in weight, and the calculated volume were more than １,４００� . About the 

qualities,'T-０５７０','LE２９３', and '０５-２１８' indicated  high percentage of top grade of more than ７０% . 
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緒　　言

　レタスビッグベイン病は，兵庫県では，１９９４年ごろに

三原郡南淡町（現　南あわじ市）の冬穫りレタス栽培で

最初に発生が確認された．本病に感染すると葉脈が白く

透けて見え，葉縁の波打ちが多くなる病徴を示す．発病

が激しくなると結球不良となり収穫できなくなる．

　本病は，土壌伝染性のウイルス病害で，糸状菌の

Olpidium 属菌により媒介される４）９）．また，病原ウイ

ルスは，ミラフィオリレタスビッグベインウイルス

（MLBVV）とレタスビッグベインアソシエイテッドウ

イルス（LBVaV）の２種類が発病に関与する５）１０）１２）１３）

といわれている．

　本県では，これまでに媒介菌のOlpidium 属菌やウイル

スの特性を利用した耕種的防除法１）７）１４）や薬剤の利

用６）１５），有望な耐病性品種の検索８）などを行い各種の防

除技術を確立してきた．それらを圃場の汚染程度に応じ

て体系化したものを表１に整理した．

　ここでは，これらの耐病性品種や防除技術について，

どの程度の被害軽減効果があるかを表す手法として，粗

収益に基づく評価法を考案し開発技術の評価を行った．

材料及び方法

試験１　耐病性品種の評価

　２００７年１０月２日に２００穴セルトレイに播種し，育苗し

た苗を１０月３１日に南あわじ市志知の現地汚染圃場に定植

した．施肥量は，N：P２O５：K２Oそれぞれ３２．４：１６．２：

３８

耐病性品種の利用各防除技術汚染程度

基本的な対策（共通）

耐病性は中程度であるが、秀品率の高
い品種を用いる。

土壌水分が圃場容水量の４０％以下なら、Olpidium 属菌は感染しないので、排水
性の悪い圃場には暗渠排水溝を設置する。畝内の土量を多くし、畝を高くする。排水改善

軽度 ウイルス感染による生育抑制を補うため、マルチ栽培や厳寒期穫り栽培では二重
被覆を行って生育を旺盛にする。生育の確保

Olpidium 属菌は高 pHを好むため、圃場の pHを低下させることで菌の活動を抑
える。酸度矯正

耐病性が中～強度の品種を用いる。レタスの定植時、灌水代わりにチオファネートメチル水和剤１，５００倍液を１㎡ 当
たり１．５L、又は TPN水和剤１，０００倍液を１㎡当たり３L灌注する。 薬剤灌注中度

耐病性の強い品種を用いる。生育が旺
盛な品種は、球形が乱れないように施
肥量を２０％程度減らし、トンネル換気
に努める。Z

太陽熱消毒マルチ処理（９月上旬までに黒マルチ被覆）転作田
土壌
消毒重度

クロルピクリンくん蒸剤又はカーバムナトリウム塩液剤による土壌くん蒸消毒
（１０月上旬までに処理）水稲後

　Z　土壌くん蒸消毒を実施した場合は、通常の品種を用いる。

表１　圃場の汚染程度に応じた防除対策

　We calculated a profitability of the harvested plants according to the standard of quality and size. 'YL２１９', 

'TE-２３６', '０５-２１８', and 'Anou No.２' were calculated ¥５０７,０００/１０a, ¥４４６,０００/１０a, ¥３８６,０００/１０a, ¥３７０,０００/１０a, 

respectively.

�　Experiment ２.  Estimation on combination of disease control methods

   We used 'Santos No.２', which is customary variety , as control for comparison .  The percentage of plants 

with symptom was ９８.９%, harvested plants was ７６.７% , average plant head weight was ３８３g , and profitability 

was ¥３０３,０００/１０a .  In the case of  Thiophanate-methyl treatment at planting, the percentage of plants with 

symptom was ７３.０%, harvested plants was ９０.０% , average plant head weight was ４１６g, and profitability was 

¥４０２,０００/１０a, which increased by ¥９９,０００/１０a when compared with control. In the case of Carbamate sodium 

treatment before planting, the percentage of plants with symptom was ０%, that of harvested plants was １００%, 

average plant head weight was ５３３g, and profitability was ¥６４１,０００ with the highest value.

�　As mentioned above , estimation on the basis of the  profitability enabled  us to choose the  high  practical 

varieties on resistance , and also  enabled us to compare with the effects of  combination of  disease control 

methods.  Estimation on the basis of the profitability was useful to evaluate an availability of developed 

techniques.

キーワード：レタスビッグベイン病 , 耐病性品種 , 防除技術 , 評価法 , 粗収益



１８．０kg/１０a とし，定植前の１０月１６日に施肥，耕耘，畝立

て，黒ポリマルチ被覆を行った．畝間は，１３０cmとし株

間２６cmの２条植え（栽植密度５，９００株 /１０a）とした．供

試品種は，慣行の罹病性品種として「サントス２号」，

「シスコ」，「シスコ F」の３品種を用いた．検定品種は

表２に示す１４品種を用いた．試験は，２０株 / 区とし３反

復で行った．トンネル被覆は１２月２０日から開始した．収

穫調査は，２００８年２月１３日に行った．

試験２　防除技術の組合せの評価

　主な耕種概要は，試験１と同様である．供試品種は，

慣行の罹病性品種として「サントス２号」を用い，耐病

性品種として「ロジック」，「レグナム」を用いた．

　カーバムナトリウム塩液剤（以下，カーバムと表示す

る）による土壌消毒処理は，１０月１６日にマルチャーに液

剤散布機（A社　DSK-８T）１５）を搭載し，成畦ロータリー

の土壌混和部にm２当たり６０ml の薬剤を噴霧し，その後

を無孔黒ポリマルチで被覆する工程を一連の同時作業で
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図１　栽培期間中の旬別気温・降水量Z

　Z：南淡アメダス（兵庫県南あわじ市）の観測値　　　　　　　　　　　
　Y平年：１９７９～２００７年の平均値　'０７～０８：２００７年１０月～２００８年２月の値

表２　レタスビッグベイン病耐病性品種の特性

総収量収穫株球品質（%） 規格別割合（%）推定体Y球形 Z結球（cm）球重全重発病株率（%）種苗会社品　種No． （kg/１０a）率（%）A優秀SML２ L積（�）指数  球径球高（g/ 株）（g/ 株）１月３１日１２月１４日・育成者
１，６４４７０．０　０．０１４．８８５．２１０．２３８．７５１．１　０．０１，２７２０．８９１３．９１２．３３９８６９７　９６．７９１．７フジイサントス２号１
　９４０４８．３　０．０１２．８８７．２２５．６６３．２１１．１　０．０１，０２２０．９２１２．８１１．７３３０５７９　９６．７９５．０タキイシスコ２
　６１７２８．８　０．０１７．８８２．２　６．７７４．４１８．９　０．０１，１７３０．９３１３．３１２．４３６３７３５１００．０９６．６タキイシスコ F３
１，８０１６３．３１４．１２６．７５９．２　０．０３９．１４７．８１３．１１，５０３０．９０１４．７１３．２４８２７２６　５１．７  ５．０タキイT-０５７０４
２，０５５９０．０　０．０２２．７７７．３３７．８４８．９１３．３　０．０　９７００．８８１２．８１１．１３８７６４６　９８．３９８．３タキイT-０５７１５
２，４０４９５．０　８．３２０．９７０．８３０．３３２．５３１．９　５．３１，１３０１．０３１２．８１２．９４２９６６６　８３．３１５．０タキイ０５-２１８６
１，３７３７０．０１６．８７２．１１１．１１９．９５５．６２２．５　２．０１，２６１０．９９１３．４１３．１３３２６２１１００．０６６．７タキイレグナム７
２，４８４９５．０１２．６６８．５１８．９　３．３２６．４６８．５　１．８１，４９３１．００１４．１１４．１４４３７２５　７８．３２１．７タキイTE-２３６８
１，３１８７０．０　０．０６３．２３６．８６６．６３０．１　３．３　０．０　９３１０．９６１２．２１１．７３１９５７８１００．０９６．７横浜ロジック９
１，９９３８１．１２５．９４５．６２８．５１３．７３６．５４４．３　５．６１，４７８０．９８１４．３１３．８４１６７０９　８８．１４９．２横浜UC-０２１１０
１，４１６６１．７　０．０２２．２７７．８１５．０５２．０２６．０　７．０１，２５８０．９１１３．７１２．４３８９７３７　９８．３９６．７フジイLE２９３１１
２，５２３９８．３１３．８７７．６　８．６３６．０３１．３３１．１　１．７１，２４３１．０５１３．１１３．６４３５６８３１００．０９６．６サカタATS-４０１１２
２，３７５９１．７　０．０４９．１５０．９　１．７２４．８６６．１　７．４１，５１６１．００１４．２１４．１４３９８１０　９８．３９８．３住化YL２１９１３
１，３８５６０．０　８．３７２．２１９．４１１．１４７．０３６．０　５．９１，３７４０．９４１４．０１３．１３９１６７８　９８．３７５．０住化YLL２２４１４
１，６８５７５．０３１．３５３．９１４．８１３．３３８．１４８．５　０．０１，３７０１．０３１３．７１３．８３８１５９４　７３．３２８．３USDAパシフィック１５
２，０２３７７．８　６．７７３．３２０．０　８．９２０．０６６．７　４．４１，５５３１．０２１４．２１４．４４４１７３６　７６．７１５．０野茶研安濃２号１６
１，７８２６８．３　７．９７９．８１２．３３０．０１６．４４８．１　５．６１，４０２０．９７１４．０１３．４４４２７０９　８５．０１５．０四国研A６０８１７
１，４７３　６１７０．１６　２．５　２．２１２４２１６有意性X

　Z　球形指数：球高 / 球径
　Y　推定体積：４/３π×（１/２球高）×（１/２球径）2
　X　Tukey の多重比較により，５％水準の有意差があることを示す基準値
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行った．なお，カーバム区は，施肥量を全体に２０％減少

させた．

　薬剤灌注処理は，定植直後の根付け水代わりにチオ

ファネートメチル水和剤（以下，TMと表示する）１，５００

倍液又は TPN水和剤（以下，TPNと表示する）１，０００倍

液をm２当たり１．５L株元に灌注した．

　試験は，１区３０株とし３反復で行った．

結　　果

気象条件と生育経過

　定植後１１月中旬から１２月中旬にかけて平年より降水量

が少なく，乾燥気味となり葉の展開が抑えられた．１２月

後半からは，降水量も多くなり，生育の遅れを取り戻す

ためトンネル被覆を行い密閉気味に管理したため，生育

は回復した（図１）．

試験１　耐病性品種の評価

　発病調査は，２００７年１２月１４日（結球前）と２００８年１月

３１日（収穫前）に行った．１２月１４日の調査では罹病性品

種の「サントス２号」や「シスコ」が９０％以上の発病率

を示した．「T-０５７０」は発病株率が５％と最も低く，次い

で「０５-２１８」，｢安濃２号」，「A６０８」が１５％，「TE-２３６」，

「パシフィック」が２０％台の値を示し，耐病性が強かっ

た．「UC-０２１」は４９．２％，「レグナム」は６６．７％と中程度の

耐病性を示した．１月３１日の調査では，「T-０５７０」が

５１．７％，「パシフィック」，「安濃２号」，「TE-２３６」が７０％台

の値を示した．他の品種は８０％以上の高い発病株率と

なった．

　球の肥大性についてみると，「T-０５７０」，「TE-２３６」，

「UC-０２１」，「YL２１９」，｢安濃２号」，「A６０８」の品種で球

４０

表４　収穫調査の平均値から算出した階級別球数Zと粗収益（試験１） 

粗収益X総球数ＡY優秀品　種No． （円 /１０a）（/１０a）小大SML２ LSML２ L
３６６，３８８４，１３０　０　０　　６３　２３７　３１３　０　３６０１，３６１１，７９８　０サントス２号１
１８９，６６６２，８５２　０　０　　９４　２３１　　４１　０　６３７１，５７２　２７６　０シスコ２
１３０，４４９１，６９８　０　０　　２０　２２５　　５７　０　　９３１，０３９　２６４　０シスコ F３
３１５，６５７３，７３７２０６３２１　　０　３９０　４７７１３０　　０　８６５１，０５８２８９T-０５７０４
３２２，１８１５，３１０　０　０　４５６　５８９　１６０　０１，５５３２，００７　５４５　０T-０５７１５
３８６，１０３５，６０５２９４１７４　３５５　３８１　３７３　６２１，２０２１，２９１１，２６４２１００５-２１８６
２２５，１３７４，１３０５２４１７０　５９３１，６５４　６７１　５８　　９１　２５５　１０３　９レグナム７
４４６，２６９５，６０５２１０４９６　１２８１，０１４２，６３３　６７　　３５　２７９　７２５　１９TE-２３６８
１６１，６９８４，１３０　０　０１，７３８　７８５　　８７　０１，０１２　４５７　　５１　０ロジック９
３１０，０２８４，７８７６２２６１８　２９９　７９５　９６６１２１　１８８　４９８　６０５　７６UC-０２１１０
２８３，２３１３，６３８　０　０　１２１　４２０　２１０　５７　４２５１，４７３　７３５１９９LE２９３１１
３０６，１２７５，８０２５３７２６２１，６２０１，４０９１，４００　７５　１８０　１５６　１５５　８ATS-４０１１２
５０６，９８４５，４０８　０　０　　４４　６５９１，７５７１９７　　４６　６８２１，８１９２０４YL２１９１３
２４２，８６９３，５４０１７１１２４　２８４１，２０１　９２２１５０　　７６　３２３　２４８　４０YLL２２４１４
２６４，１１４４，４２５７１３６７２　３１８　９１０１，１５７　０　　８７　２５０　３１８　０パシフィック１５
３７０，３０６４，５８９　８８２１８　２９９　６７３２，２４３１５０　　８２　１８４　６１２　４１安濃２号１６
２６０，８９８４，０３２１４７１７０　９６５　５２７１，５４６１７９　１４９　　８１　２３９　２８A６０８１７
３３６，７６８３，４６７有意性V

　Z　階級別球数（/１０a）=栽植本数×規格別割合×品質別比率×収穫株率 
　Y　２Lと Lを大，Mと Sを小に分類
　X　粗収益 =Σ（階級別球数）×（階級別球単価）W
　W　表３参照
　V　Tukey の多重比較により，５％水準の有意差があることを示す基準値

表５　品種・防除処理の組合せがレタスビッグベイン病の発病，生育，収量に及ぼす影響

総収量収穫株球品質（%） 規格別割合（%）推定体Y結球（cm）球重
g/ 株

全重
g/ 株

発病株
率（%）

防除Z

処理　品種（耐病性）No． （kg/１０a）率（%）A優秀SML２ L積（�）径高
１，７３２　７６．７　４．４３３．３６２．３１９．４６０．１２０．５　０．０１，０４６１３．２１１．５３８３６３３９８．９－（－）サントス２号１
２，２０９　９０．０　０．０４１．５５８．５１１．６５６．１３２．３　０．０１，０３４１３．１１１．６４１６６５０７３．３TM（－）サントス２号２
３，１４７１００．０　０．０２６．５７３．５　０．０　２．４８９．２　８．４１，５６３１４．８１３．６５３３８０６　０．０カーバム（－）サントス２号３
２，０７７　９７．８　３．４７３．０２３．６４６．４５３．６　０．０　０．０　８９６１２．２１１．５３６０６２４９８．９－（中）ロジック４
２，６８８　９８．９　４．３７８．５１７．２　２．３５４．４３９．１　４．２１，１４１１３．４１２．２４６１７５９５７．８TM（中）ロジック５
２，４２２　９５．６　３．６７２．７２３．７２０．４４９．０３０．６　０．０１，１９５１３．２１３．２４２９７０７２７．７TPN（中）ロジック６
３，２９０１００．０　８．７７８．３１３．０　０．０　５．３７１．６２３．１１，６７３１４．５１５．１５５８８７６　０．０カーバム（中）ロジック７
２，５３４　９５．６４５．０４８．３　６．７　１．１４２．３４７．４　９．２１，３７１１３．６１４．２４４９７５５７２．２－（強）レグナム８
２，２２８　７８．２３１．４６４．３　４．３　０．０　７．０６９．８２３．３１，７５５１５．３１４．３４８３８１１４３．８TM（強）レグナム９
１，３５３　４７２　１．６　１．８１００１３６有意性X

　Z　TM：チオファネートメチル水和剤１，５００倍液１．５L/㎡灌注，TPN：TPNフロアブル剤１，０００倍液１．５L/㎡灌注
　　カーバム：カーバムナトリウム塩液剤６０mL/㎡散布
　Y　推定体積：４/３π×（１/２球高）×（１/２球径）2
　X　Tukey の多重比較により，５％水準の有意差があることを示す基準値

ＳＭＬ２Ｌ

３２７５１１６１１２秀

２０５９　９３　８８優

１０　４６ＡY

　Z　２００８年２月の神戸市場の市況の平均値より出荷経費を除い
た値（円 / 球）

　Y　Ａ品は，２ＬとＬが大，ＭとＳが小の２階級

表３　各階級別の球当たり単価Z



重が４００g以上，球高，球径より求めた推定体積が

１，４００cm３以上と優れ，２L，L球比率も高かった．球形指

数 に つ い て み ると，「０５-２１８」，「TE-２３６」，「ATS-４０１」，

「YL２１９」，「パシフィック」，「安濃２号」で１．０以上となり立ち

上がり気味となった．

　球の品質を秀品率でみると，慣行品種の「サントス２号」，

「シスコ」，「シスコ F」では８０％以上と高く，耐病性品種

の中では，「T-０５７１」，「LE２９３」，「０５-２１８」が７０％以上と安定

していた．

　収穫株率は，「ATS-４０１」が９８．３％と最も高く，次いで

「０５-２１８」と「TE-２３６」が９５％，「YL２１９」，「T-０５７１」は９０％

以上と高かった．罹病性の「シスコ」，「シスコ F」は，

５０％未満と低かった．総収量では，「ATS-４０１」，「TE-２３６」

が２．５t と最も高く，次いで「０５-２１８」，「YL２１９」が２．４t と

高かった（表２）．

　粗収益は次の方法で算出した．収穫調査の規格別割合，

秀品率，収穫株率および栽植本数を基に１０a当たりの階

級別球数を求め（表４），市場の平均単価から出荷経費

を除いた各階級別の球単価（表３）を乗じて，１０a当た

り粗収益とした．

　その結果，「YL２１９」が５０．７万円と最も高く，次いで

「TE-２３６」が４４．６万円，「０５-２１８」が３８．６万円，「安濃２号」が

３７．０万円と高かった（表４）．

試験２　防除技術の組合せの評価

　慣行の罹病性品種「サントス２号」では，発病株率が

９８．９％と高く，収穫株率が７６．７％，結球重が３８３gとなり，

球高，径より求めた推定体積は１，０４６cm３，L球比率は

２０．５％と小玉で総収量は１．７t となった．定植時に TMの

灌注処理を行うと，発病株率は７３．３％に低下，収穫株率

は９０．０％まで回復し，球重は４１６gと大きくなり総収量は

２．２t となった．カーバムによる土壌消毒を行うと，発病

株率は０％，収穫株率は１００％と全く病害の影響がみら

れず，球重は５３３g，推定体積は１，５６３cm３，２L，L 球比率

は９７．６％と優れた効果を示し，秀品率も７３．５％と高く，

総収量は３．１t となった．

　耐病性品種の「ロジック」では，発病株率９８．９％と高

く，収穫株率は９７．８％と高いが，球重３６０g，推定体積は

８９６cm３，２L，L球比率は０％と小玉で総収量は２．１t で

あった．定植時の TMや TPNの灌注処理により，発病株

率はそれぞれ５７．８％，２７．７％と低下し，球重も４６１g，４２９g，

推定体積１，１４１cm３，１，１９５cm３，２L，L 球比率４３．３％，

３０．６％と球の肥大性も回復し，総収量は２．７t，２．４t と

なった．カーバムによる土壌消毒では，発病株率は０％，

収穫株率は１００％となり，球重は５５８g，推定体積は

１，６７３cm３，２L，L球比率９４．７％と優れた効果を示したが，

中肋の張り出しが大きいため秀品率が１３．０％と低く総収

量は３．３t となった．

　耐病性が強度の「レグナム」では，発病株率は７２．２％

となり，収穫株率は９５．６％と高く，球重４４９g，推定体積

は１，３７１cm３，２L，L 球比率５６．６％と他の品種より球の肥

小林尚司・西口真嗣・大塩哲視：階級別収量から求めた粗収益に基づくレタスビッグベイン病耐病性品種および防除技術の評価 ４１

図２　レタスビッグベイン病耐病性品種の選定要因
 Z：１２月１４日の発病株率の逆数を円の大きさで表示

表６　収穫調査の平均値から算出した階級別球数Zと粗収益（試験２） 

粗収益X総球数ＡY優秀防除
処理品　種No． （円 /１０a）（/１０a）小大SML２ LSML２ L

３０２，６１５４，５２３　１６０　　４１　２９５　９１０　３１１　　０５４６１，６８６　５７５　０－サントス２号１
４０２，２７９５，３１０　　０　　０　２６０１，２５８　７２５　　０３５５１，７２１　９９２　０TMサントス２号２
６４０，８９３５，９００　　０　　０　　０　　３７１，３９３　１３１　０　１０３３，８７２３６４カーバムサントス２号３
２４９，５３３５，７６９　１９０　　０１，９５０２，２５１　　０　　０６３９　７３８　　０　０－ロジック４
４３１，２６４５，８３４　１３６　１０４　１０６２，５０４１，８０３　１９２　２３　５３８　３８８　４１TMロジック５
３６２，０４８５，６３８　１３２　　５８　８３７２，０１６１，２５８　　０２７２　６５６　４０９　０TPNロジック６
５２４，１０３５，９００　　２８　５００　　０　２４６３，３１０１，０６７　０　　４０　５３７１７３カーバムロジック７
３２５，８７２５，６４２１，０９５１，４３０　　２９１，１４９１，２８７　２５１　４　１６９　１９０　３７－レグナム８
３６２，３５５４，６１５　　８６１，１４７　　０　２１７２，１７１　７２４　０　　１９　１８８　６３TMレグナム９
２３５，１６４n．s．有意性V

　Z　階級別球数 ( /10a)= 栽植本数×規格別割合×品質別比率×収穫株率
　Y　２Lと Lを大，Mと Sを小に分類
　X　粗益性 =Σ（階級別球数）×（階級別球単価）W
　W　表３参照
　V　Tukey の多重比較により，５％水準の有意差があることを示す基準値、n.s. は有意差なし
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大性が優れ総収量は２．５t となった．定植時の TMの灌注

処理を組合せると，発病株率は４３．８％まで低下したが一

部で生育抑制がみられたため，収穫株率が７８．２％とやや

低くなった．収穫した球の重量は４８３g，推定体積は

１，７５５cm３，２L，L球比率は９３．１％と高かったが，球形が

乱れ秀品率が４．３％と低く，総収量は２．２tとなった（表５）．

　試験１と同様の方法で算出した粗収益についてみると，

慣行品種の「サントス２号」では，３０．３万円と低かった

が，TMの灌注処理を行うと４０．２万円，カーバムによる

土壌消毒を行うと６４．１万円と高くなった．耐病性品種の

「ロジック」では，２５．０万円と低かったが，TMや TPN

の灌注処理によりそれぞれ４３．１万円，３６．２万円となり，

カーバムの土壌消毒では５２．４万円となった．耐病性が強

度の「レグナム」では，３２．６万円であったが，TMの灌

注処理では３６．２万円となった（表６）．

考　　察

　耐病性品種について

　レタスビッグベイン病の耐病性品種を評価する場合，

①耐病性の強度②球の肥大性③球の形状安定性（外観品

質）の三要素が重要であると考えられる．今回，供試し

た１７の品種について，三要素に対してどの位置に属する

かを試験結果から図２に当てはめてみた．耐病性の強い

品種は，全体的に草勢の旺盛な品種が多く低温期でも肥

大性は優れるが，球の形状の安定性が不十分な品種が多

い（図中の円が大きく下方の右側部分に位置する品種）．

これらの品種の中で，今回の試験で生育中期以降，トン

ネルを閉め気味に管理したため球の巻きが甘くなり，か

えって結球重が軽くなったり，収穫株率が低下したもの

がみられた．これらの品種は，汚染程度が重度の圃場で

用いられるが，球の形状の安定性を確保するためトンネ

ル栽培での換気を図り，過剰な生育にならないよう管理

することが重要であると考えられる．一方，球の形状安

定性が高い品種は，耐病性が不十分なものが多かった（図

中の円が小さく上方に位置する品種）．これらの品種は，

比較的軽度な汚染圃場で用いられ，トンネル内の保温性

を高めることで球の肥大性が確保できる．この中でも

「YL-２１９」は，結球期前から発病はするが，生育の後半

には病徴が目立たなくなり，球の形状，肥大性にも優れ，

１０a当たり粗収益は最も高かった．これらの品種を，中

程度以上の汚染圃場で用いる場合は，薬剤処理又は土壌

消毒と組み合わせることが必要になる．耐病性品種の利

用にあたっては，圃場の汚染程度に応じてそれぞれの品

種の特性を生かした選定が重要となる．

　防除技術の組合せについて

　薬剤防除を行わない場合は，上記の品種選定が重要な

収量の決定要因になるが，汚染程度が高くなるにつれて，

耐病性品種の利用だけでは十分な収量が得られなくなる．

そこで，薬剤の灌注処理や土壌消毒との組合せが必要と

なる．試験２の結果から，TMや TPNの定植時の灌注処

理は，発病株率の低下や球重の増加からも一定の効果が

認められる．処理方法も定植時に根付け水の代わりに薬

液を灌注するだけで良く簡便である．ただし，薬剤の特

性として TPNは高温時に薬害が生じやすいことが知ら

れている．今回の試験２の品種「ロジック」の発病株率

は無処理区の９８．９％に対し，TPN処理により２７．７％と

TM処理の５７．８％より効果が高かったが，結球重は TM

処理の４６１gに対し TPN処理では４２９gと小さくなり生育

抑制がみられた．一方，TMと同じベンゾイミダゾール

系殺菌剤であるベノミル剤の施用でレタスの生体重が減

少する薬害が報告されている２）．今回，品種「サントス２号」

や「ロジック」では薬害はみられなかったが，品種

「レグナム」でのみ一部の区間で結球不良が生じ収穫株

率の低下の原因となった．これらの薬害と処理時期や品

種との関係については，今後更に検討する必要がある．

カーバムによる土壌消毒処理は，発病抑制効果が高く収

量も大きい．耐病性の強い品種を用いる必要はなく，球

の形状安定性の高い品種を用いることができる．本剤の

土壌消毒処理により，土壌中に存在する肥料成分が有効

化するといわれており１５），本試験においてもカーバム処

理区は定植後から旺盛な生育を示した．したがって標準

的な施肥量に比べ施肥量を減らす必要がある．

　粗収益の評価法について

　これまでビッグベイン病に対する耐病性品種の評価法

としては，発病の程度や収穫被害の割合を数値化８）する

こと，血清反応を利用してウイルス感染の有無３）や感染

時期の差１１）で表すことなどが行われてきた．しかし，レ

タスビッグベイン病では，発病はしても結球期になると

症状がマスキングされ，生育が旺盛であれば球形成が十

分なされて収穫できる場合がある．また，耐病性は優れ

ていても球の品質が不十分な場合もあり，これまでの評

価法で，耐病性品種の特性が十分に表せていなかった．

試験１において，これまでの品種評価では，発病株率や

収量、秀品率などの個々の比較は行うことができたが，

それらを相互に考慮した比較は行うことができなかった．

今回，考案した粗収益に基づく評価法により，これらの

耐病性や収量性、品質を加味した評価が可能となった．

すなわち，収穫物を出荷基準により品質，大きさ別に階

４２



級分けし，各階級に応じて設定した単価を乗じて算出し

た粗収益を指標とした．市況に基づき単価を求めており，

これにより圃場収量を確保しながら市場性に優れる品種，

すなわち生産者の収益向上に直結する品種選定が可能と

なり，実用性の高い評価法と考えられる．

　試験２の防除技術の組合せ効果の評価も，それぞれの

処理による最終的な目標は収穫球の大きさや外観的品質，

収穫率の向上であると考えられ同様の評価法を適用した．

今回，罹病性品種「サントス２号」を用いた慣行栽培の

粗収益は３０．３万円であったが，TMの灌注処理を組み合

わせることにより粗収益は４０．２万円となり，農薬の投入

経費３，９２０円を減じても９．５万円の収益向上が得られた．

また，カーバムによる土壌消毒を組み合わせると粗収益

は６４．１万円となり，液剤散布機１５万円を３経営体の共同

で利用し５年で減価償却すると仮定した固定費１万円と

薬剤費３万円を減じても２９．８万円と大幅な収益向上の効

果が示された．本来，収益性を求めるには労働時間に係

わる経費も考慮する必要があるが，TMの灌注処理は，

定植時の灌水作業として，また，カーバムによる土壌消

毒は，マルチ被覆時の同時処理となるため，新たに労働

時間は加わらないこととした。このように，防除に投入

した資材費に対する効果の比較が可能で，開発した技術

の普及性を評価するにも有効と考えられる．
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